
          

 

 

 
１１月１日（金）は、本校の１１０回目の創立記念日でした。 

創立１０９周年になりました。致芳教育会様（地域の皆様）か 

ら寄贈いただきましたステージ幕のもと、地域の方々を代表し 

てＰＴＡ会長様はじめ、副会長の皆様にご来校いただき創立記念式を行いました。 

（今年度の校長式辞では、「校章」について次のような話をしました。創立１００周年記念誌『咊致芳』

を参考にさせていただきました。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長井市立致芳小学校だより 

令和元年１１月１５日 

第１６号 

校是「和致芳」 

校章にこめられた願い 
～栴檀は双葉より芳し～ 

致芳小学校の今の校章は、今から５０年程前になりますが、創立６０ 

周年の記念に、新しい校旗を作ることになり、この校章も新しいデザイ 

ンにしたのだそうです。デザインしたのは、当時の長井中学校で美術を 

教えていた東海林繁先生という方です。（山形県の県章もデザインして 

います。） 

東海林先生は、「栴檀（せんだん）」という植物をもとに本校の校章をデザインしています。栴檀とい

う植物については、次のようなことわざがあります。「栴檀は双葉より芳し」ということわざです。＜栴

檀は芽が出たばかりの双葉の時から、いい香りがする。将来大成する人は、幼い時から優れたところが見

られる。＞という意味です。また、「栴檀の林に入る者は染めざるに衣おのずから芳し」ということわざ

もあります。＜栴檀の林に入ると着物にはよい香りがしみる。よい環境に置かれた者は、自然によい性質

や行いが身につく。＞という意味だそうです。 

この校章も、栴檀の双葉を中央に大きく配し、やがてまわりに描かれた成木のように成長していくこと

を意味しています。デザインした東海林先生も、デザインをお願いした先生方や地域の方々も、優れた資

質を持つ致芳小学校の児童をたたえるとともに、栴檀の木のようにぐんぐん成長することを願って、この

校章を作ったのだそうです。今、この学校で勉強している私達も、その願いをしっかりと受け継いで「一

人一人のよさ」「致芳小学校のよさ」をどんどん伸ばしていきたいものです。 

 

さて、皆さんは、４月から「あいさつから、ひびきあう仲間、学び、挑戦！」を合言葉に、勉強や生活

に、一生懸命取り組んでいます。 

＊ 皆さんのあいさつが、栴檀の香りのように広がって、みんなが仲良くなっていく姿は本当にうれし

いものです。致芳小のよいところと褒めていただいている「元気なあいさつ・目を見て笑顔でのあい

さつ」をこれからも大切にしていきましょう。また、「ありがとう」「ごめんなさい」の素直な心か

らの言葉も大切にすること、人を傷つけるような言葉を絶対言わないことも改めて約束しましょう。 

＊ そして、学び・挑戦では、今年も緑のコース走に黙々と取り組む姿に感心しています。緑のコース

走カードが３枚、４枚と貼り重なっていますね。低学年カードでは７枚目の人もいます。高学年カー

ドでは５枚目の人もいてすごいです。今度は、「読書や自主勉強で頑張るぞ！」と考えている人もい

ると思います。これからも、仲間と声をかけ合い努力すること・挑戦することを大切にしていきまし

ょう。 

 

【今年度の合いことば】  

いつでも どこでも だれにでも  

「えがお」で「おはようございます！」 

「えがお」で「ありがとうございます！」  

あいさつから、ひびきあう仲間・学び・挑戦！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児
童
代
表
（
六
年
） 

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
致

芳
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
昔
の
小

学
校
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
昔
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
な
く

て
、
森
・
東
五
十
川
地
区
の
子
ど
も
は
、
最
上
川
を
舟
で
渡

っ
て
学
校
に
行
っ
て
い
た
ん
だ
ぞ
。
学
校
に
は
、
図
書
室
も

な
く
て
、
市
の
図
書
館
に
も
行
く
の
が
大
変
だ
っ
た
か
ら
、

家
の
近
く
に
小
さ
な
図
書
館
が
あ
っ
た
ん
だ
。」 

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
学
校
に
図
書
室
が
あ
る

環
境
が
ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
致
芳
小
学
校
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方
々
の
お
か

げ
で
、
ぼ
く
た
ち
が
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご
せ
る
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。 

致
芳
小
学
校
に
は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
良
さ
や
伝
統
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
あ
る
中
か
ら
、
今
日
は
二
つ
紹
介
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
今
年
度
は
、
児
童
会
で 

あ
い
さ
つ
運
動
を
年
に
三
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
中
生

や
お
家
の
方
も
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
一
緒
に
な
っ
て
、
あ
い

さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
相
手
の
人
と 

目
を
合
わ
せ
、
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
。
」
と
言
う
こ
と
で
、
心 

  
ブラスバンドクラブ・獅子踊りの発表 
 ４年生以上のクラブ員によるブラスバンド演奏と、６年生 

による「少年少女五十川獅子踊り」ですが、会場いっぱいの 

地域の皆様に見守っていただき、練習の成果を十分に発揮し 

て披露することができ 

ました。地域の皆様、 

たくさんの温かい拍手、 

誠にありがとうござい 

ました。また、お世話 

いただきました獅子踊 

り指導者会の皆様、保 

護者の皆様、お忙しい 

中、誠にありがとうご 

ざいました。 

 

 

  

 

が
明
る
く
な
り
、
い
い
気
持
ち
で
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
致
芳
小
学
校
は
あ
い
さ
つ
が
い
い
の
で
、
み
ん
な
の
仲

も
と
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
あ
い
さ

つ
を
大
切
に
し
て
、
み
ん
な
の
心
が
ひ
び
き
合
う
致
芳
小
学
校

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

二
つ
目
は
、「
少
年
少
女
五
十
川
獅
子
踊
り
」
で
す
。
ぼ
く
た

ち
６
年
生
は
、
昨
年
度
か
ら
獅
子
踊
り
の
学
習
を
し
て
き
ま
し

た
。
獅
子
踊
り
の
お
師
匠
様
は
、
ぼ
く
た
ち
に
い
つ
も
、 

「
道
具
を
大
切
に
し
な
さ
い
。」 

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
道
具
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
先
輩
方

の
思
い
を
大
切
に
受
け
継
い
で
、
一
つ
一
つ
の
踊
り
を
丁
寧
に

心
を
込
め
て
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は

衣
装
も
新
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
学
習
発
表
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
牝
獅
子
と
し
て
火

の
輪
を
く
ぐ
り
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
後
輩
た
ち
に

踊
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
獅
子
踊
り
に
関
わ
っ
て
き
た
先
輩

方
の
思
い
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ぼ
く
は
、
あ
い
さ
つ
が
ひ
び
き
合
い
、
み
ん
な
が
一
生
懸
命

に
な
れ
る
致
芳
小
学
校
が
大
好 

き
で
す
。
こ
こ
で
過
ご
す
こ
と 

が
で
き
る
の
も
あ
と
五
ヶ
月
に 

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、 

「
和
致
芳
」
の
心
を
大
切
に
し 

て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
致
芳
小 

学
校
一
一
〇
回
目
の
創
立
記
念 

式
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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